
慎也
し ん やちぎた

　みなさま、新年明けましておめでとうござ
います。本年もどうぞよろしくお願いいたし
ます。今年は「乙巳（きのと・み/いっし）」年と
いうことで、新しい挑戦や転換がテーマにな
る年、であったりとか、如何なる抵抗にも負け
ず、革新の歩み・行動を正々堂々と起こして行
かなければならない年、といえるそうです。　
　昨年は、大きな選挙がたくさんあり、政治
のあり方、メディアやSNSのあり方について
考えさせられた一年でした。政治に対するみ
なさまの期待やイメージをすぐには変えられ
ないと思いますが、「政治は地方から変えら
れる！」との想いを改に、今年も地道に活動い
たします。 　　　　　　　　　　　

チラシの内容・時事問題・最近の活動等をお話します。
アーカイブも残します！コメントお待ちしてます！

どんなテーマでもOKです！
まちづくりのこと、町のこと、政治に対してモノ申したい！
広陵町内ならどこでもいきますので、気軽にお声がけください。

活動報告会

座談会しましょう!

質問1 次の世代を見据えた
　　　広陵町の将来ビジョンは

詳細はQRコードから！
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● 広陵西小/広陵中/畝傍高校/大阪大学法学部
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● 2019年First Step開業（主にIT事業を手掛ける）
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30年後の未来を見据えた政治を。

　さて、みなさまにとって2024年は
どのような一年だったでしょうか。個
人的には、まさに「激動」というのか、
カオス、というのか、なんとも消化す
るのに時間がかかる一年でした。まず
、1月1日の能登半島地震。地震はい
つどこで起きるか分からないことを
痛感痛感し、何度か現地でボランティアに
も参加しました。2025年は阪神淡路
大震災から30年の節目の年です。今
一度、災害への備えを見直す必要性
を痛感したと同時に、大規模災害を想
定した広域支援体制の構築が必要と
感じました。
また、様々な重要な選挙が行われまし

らの厳しいご意見を感じ、国民民主党
が掲げた「手取りを増やす」というス
ローガンへの共感の広がりから、若者
をはじめ、いかに物価高の中で社会へ
の閉そく感や生活の難しさを感じてら
っしゃるのか、を知りました。
　　「地」-そんな激動の2024年を受
けて、私の今年のスローガンは「地」に
決めました。メディアもSNSも、何が
本当か見極めるのが本当に難しい時
代です。そんな時代だからこそ、
「地「地」道に、「地」に足のついた活動を
続けて、「地」域から、社会を変える。そ
んな取組を愚直に続けていけたらと
思います。

激動の2024年から2025年へ。



また、生産年齢人口を2021年と
2060年で比較すると59.2％から
50%になり、老年人口は26.3%から
38.2%と、年齢構成も大きく変わる
ことになります。当然、税収が減ること
が見込まれますし、日本全体で人口が
減る中で、国からの地方交付税の規模
がこがこれからも維持される保証はありま
せん。

　そうなれば、今までと全く同じよう
に行政サービスを提供し続けるのは
常識的に考えて不可能です。例えば、
行政サービスの縮小や変更、公共施設
の統廃合も必要になるかもしれません
。あるいは業務の手続きを見直すこと
で維持できるかもしれませんが、いず
れにれにせよ今と全く同じまま維持し続け
ることは難しくなります。実際に、広陵

　今回の一般質問では、広陵町のこれ
からの人口動態に触れ、人口が減ってい
くなかで、これから広陵町はどのように
まちの運営をしていくべきか、議論いた
しました。

　第2次広陵町人口ビジョンによると、
広陵の人口は2045年には3万人を切り、
2060年には2万5千人を切るとの推計が
あります。1991年に約2万5千人、
2021年に約3万5千人と30年で約1
万人の人口が増えたことを思えば、次
の約30年で、ほぼ同じペースで人口が
減る減ることになります。広陵町は今まで経
験したことがなかった、本格的な人口減
少局面に突入するということです。

町公共施設等総合管理計画には、対象と
なる公共施設を延床面積ベースで20%
削減することを目指しています。

　令和6年12月議会に「広陵町の有料ゴ
ミ袋を半額にすることを求める請願」が
代表者及び賛同者66名の賛同のもと提
出されました。私は、この請願に反対の立
場を取りました。
　　実は、令和4年3月にも全く同趣旨の請
願が提出されており、その際「広陵町ごみ
減量等推進審議会の再開を求める決議」
を行い、広陵町ごみ減量等推進審議会を
再開し「住民の作業や金銭的な負担への
配慮及び町財政等を考慮した総合的な視
点から、指定ごみ袋の価格について慎重
に検討に検討すること。」と求めています。そして
、今まさに議論がなされており、近く結果
が公表されるところです。そうした経緯も
踏まえると、決議に基づき審議会での議
論の結果が出されようとしているタイミ

ミングで、数年前と全く同趣旨の請願
を出していただいてもあまり効果はな
いのでは、という考えで反対いたしま
した。
　一　一方で、ゴミ袋の値段自体は、1Lあ
たりいくらに設定すればゴミの減量効
果が維持されるのか、という点（広陵
町は現在1Lあたり1円）なども含めて
検討する余地があると考えています。

広陵町では令和7年4月からごみの分
別・回収方法が一部変更されます。主な
変更点は以下の通りです：
• リサイクルステーション廃止：ペットボ
トル・空き缶・空きビンは戸別収集に変
更。
•• 分別簡略化：空き缶はアルミ・スチール
の分別不要、空きビンも色分け不要。
• その他プラスチックごみ：燃やすごみ
と一緒に収集し、回収頻度が月1回から
週2回に増加。
• スプレー缶：燃やさないごみと分けて
透明袋で出す必要あり。
•• 小型家電：専用の収集日を設定。
• 鏡：有害ごみに分類。
新しい「ごみ分別ガイドブック」が配布
されるため、詳細はそちらをご確認くだ
さい。

↓ 今 回 の ↓
↓ 請 願 の ↓
↓ 内 　 容 ↓

↓ごみ減↓
↓量等推↓
↓進審議会↓
↓議事録↓

↑ 令 和 4↑
↑年3月の↑
↑付帯決議↑

ゴミ袋半額の請願について ゴミの出し方が変わります

私、ちぎた慎也がいいな～と思った本（やその他の
コンテンツ）についてご紹介するコーナーです。
第九弾はこちら！泉房穂さんの

　　　　『社会の変え方』
泉氏は前明石市長として、5つの無料
化、という子ども施策を中心に市政を
運営されました。そんな泉前市長がな
ぜ市長になろうと思ったのか、優しい
社会を実現するため、社会を変えたい
！という想いでどのように活動をし
てこられたのか。泉さんの想いのまっすぐさに胸が
熱くなるおすすめの一冊です！　　　　　　　　　
E-mail : info@shinya-chigita.net　　　　TEL : 080-2443-0579　　事務所 : 広陵町三吉478-1

　新しい年になりました。今年の元日はお天気がよくて、
あ～良い一年になりそうやな～！と感じられるような幕開
けでしたね！今年はより「対話」を大事にする一年にしたい
と思います。SNS等での発信やコミュニケーションも大
事なのですが、やはり、地域のみなさんお一人おひとりと
顔を合わせてお話をさせていただくことが一番大事で、こ
れがやっぱり政治の原点だと改めて感じています。日頃の
お困お困り事、これから挑戦したいこと、最近嬉しかったこと、
はまっていること。なんでも聞かせてください。どこにでも
行きますので、ぜひお気軽にお声がけください。
　そうそう小さな挑戦ですが3月にハーフマラソンを走
ることになり、現在練習中です！走り切れるか不安ですが、
ベストを尽くします！さて、みなさんは2025年をどんな
一年にしたいですか？ぜひ聞かせてください。

30年後の未来を見据えた
ビジョンが必要！

2060年には広陵の人口は
2万5千人を切る？ 行政も行政サービスの

あり方も変わってくる。

減らすときに
必要なのは「対話」


